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 庄内川流域では，東海豪雨から20年を経た2020年7月に全国に先駆けて「庄内川流域治水協議

会」を設置し，翌年3月に「庄内川水系流域治水プロジェクト」をとりまとめた．流域治水プロ

ジェクトの取組を実効性のあるものにするためには地域住民等の理解を得ることが重要である

が，住民に対して「流域治水」が十分に知れ渡っているとは言い難い．本稿では，土岐川・庄

内川流域治水を広く周知・PRするための積極的な広報活動の取組について報告する． 

 

キーワード 庄内川水系，流域治水，ロゴマーク，シンポジウム，自由研究  

 

1.  はじめに 

 

近年，気候変動に伴う降雨量の増加や海面水温の上昇

等による水災害の頻発化・激甚化が懸念されており，令

和元年東日本台風や平成30年7月豪雨等，激甚な水害が

頻発している．このような水害リスクの増大に備えるた

めには，これまでの河川管理者等の取組に加えて，流域

に関わるあらゆる関係者（国・県・市町・企業・住民等）

が主体的に治水に取り組む社会の構築，すなわち「流域

治水」への転換を進めることが求められている． 

庄内川流域は日本経済を支える産業集積地域である反

面，日本一のゼロメートル地帯を有する水害リスクが高

い地域である．東海豪雨（2000年9月）では，未曾有の

都市水害となった苦い経験があり，東海豪雨を風化させ

ることなく当時の教訓を継承し，地域とともに事前防災

対策を進めていく必要がある． 

これらの背景を踏まえ，庄内川流域においては，全国

に先駆けて2020年7月6日に「庄内川流域治水協議会」を

設置し，2021年3月25日に協議会構成員・オブザーバー

等の41機関で「庄内川水系流域治水プロジェクト」をと

りまとめた． 

 一方で，住民に対して「流域治水」が十分に知れ渡っ

ているとは言い難い．流域治水プロジェクトの取組を実

効性のあるものにするためには，住民の理解を得ること

が重要である． 

本稿では，土岐川・庄内川流域治水を広く周知・PR

するための広報活動について，これまでの取組状況と今

後の展開について報告する． 

 

2.  土岐川・庄内川流域治水協議会の概要 

 

 庄内川流域では，流域治水を推進するため，2020年7

月6日に庄内川流域の関係自治体が一堂に会し，全国に

先駆けて「庄内川流域治水協議会（2021年7月に「土岐

川・庄内川流域治水協議会」へ名称変更）」（以下，

「協議会」という）を設置した． 

 2021年3月25日の第5回協議会にて，流域市町（18市5

町）・流域関係自治体・河川管理者・気象台・道路事業

者・下水道事業者・電力事業者等による協議会構成員・

オブザーバー等の41機関で，流域内の各市町，県，国が

行う流域治水対策を「庄内川水系流域治水プロジェクト」

にとりまとめた（図-1，写真-1）． 

現在までに，協議会を10回，シンポジウムを1回開催

している（表-1）．また，構成員・オブザーバーは計44

機関となっている． 

 

3.  2021年度の広報の取組 

 

 第6回協議会にて名古屋市より，地域住民の理解や参

画を促すために，一般公募によるロゴマークの作成， 

シンポジウムの開催について提案があり，協議会構成員

及びオブザーバーの賛同を受けて取組が実現した． 

また，多くの方に「流域治水」を知って頂けるよう土

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

写真-1 庄内川水系流域治水プロジェクトとりまとめ記念撮影 

 

写真撮影時のみマスクなし 



岐川・庄内川流域治水MOVIEを作成し，YouTubeにて公

開した．具体な取組は，以下のとおりである． 

 

 (1)ロゴマークの一般公募・作成 

土岐川・庄内川流域治水について，民間企業や住民参

画を促すことを目的に，流域治水を広く周知・PR する

ためのシンボルとなるロゴマークを一般公募した．フロ

ーを図-2に示す． 

 

図-1 庄内川水系流域治水プロジェクト【位置図】 

表-1 土岐川・庄内川流域治水協議会の開催状況 

 開催内容 

第 1回 2020年 7月 6日 ・庄内川流域治水協議会の設立 

・庄内川水系流域治水プロジェクト【素案】提示 

第 2回 2020年 9月 14日 ・庄内川流域治水プロジェクト【中間とりまとめ】（案）提示 

・指定区間を含めた本会議の拡充 

第 3回 2020年 10月 13日 ・リーディング地区での対策紹介 

・庄内川流域で行う流域治水の全体像の共有・検討 

・全体とりまとめイメージ及び今後の進め方確認 

第 4回 2020年 12月 14日 ・各自治体の課題の抽出・検討状況報告 

・オブザーバーの位置付け明記（新規参画含む） 

第 5回 2021年 3月 25日 ・「庄内川水系流域治水プロジェクト」とりまとめ 計 41機関 

第 6回 2021年 7月 2日 ・防災まちづくりに関する取組報告 ・グリーンインフラの観点の追加確認 

・ロゴマーク作成，シンポジウム開催の決定 

第 7回 2021年 10月 21日 ・新規参画構成員（名古屋・岐阜地方気象台） 

・オブザーバー（JR東海，環境省）の取組の共有 計 44機関 

シンポジウム 2021年 11月 20日 ・流域治水MOVIE上映，基調講演，ﾊ゚ ﾈﾙﾃ゙ ｨｽｶｯｼｮﾝ ・ロゴマーク決定 

第 8回 2022年 1月 31日 ・ロゴマーク使用規程・使用ガイドラインの策定 

第 9回 2022年 3月 3日 ・グリーンインフラの取組を追加，R3実施状況フォローアップ 

・流域治水プロジェクトに基づく取組の「見える化」 

第 10回 2022年 6月 23日 ・取組状況の共有 ・流域治水の自由研究企画案の確認 

 

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被
害が発生したことを踏まえ、庄内川水系においても、事前防災対策を進め
る必要がある。

〇日本経済を支える産業集積地域である反面、日本一のゼロメートル地帯を
有する流域であり、水害リスクが高い流域であることから、橋梁改築（狭窄
部対策）や公園等を活用した高台の整備、地下空間・地区タイムラインの
作成・周知等を実施する。

〇 これらの取組により、国管理区間においては、観測史上最大となった平成
12年9月洪水（東海豪雨）および平成元年9月洪水と同規模の洪水が発生し
ても安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。

土岐川圏域

庄内川上流圏域

新川圏域

土岐川・肥田川・小里川等の
堤防整備、河道掘削 等

新川・五条川・地蔵川等の堤防整備、
河道掘削、ポンプ場の新設・増強、

洪水調節池の整備 等

八田川、矢田川等の
堤防整備、河道掘削 等

庄内川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～東西を繋ぎ、日本経済を支える名古屋都市圏を水害から守る流域治水対策～

●被害対象を減少させるための対策
・頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向けた取組
（立地適正化計画への防災指針の位置づけ、水害リスクを考慮した居住誘導 等)
・浸水ハザードエリアにおける各家庭等への浸水防止対策
（浸水防止塀設置の支援、出水期前に希望する市民への土のうの事前配布 等）

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防整備、河道掘削、橋梁改築、洗堰分派対策、放水路整備
・用排水路の改修
・排水機場等の新設・増強・長寿命化対策
・流出抑制対策
（既存ダム２ダムにおける事前放流等の実施・体制構築 （関係者：国、土岐川防
災ダム一部事務組合など）、貯留管等の整備、民間開発による貯留施設設置指
導、各家庭等における雨水貯留浸透施設整備への支援、ため池等の活用、水田
の貯留機能向上、透水性舗装の整備、森林保全 等）
・土砂災害対策
（砂防施設の整備、治山施設の整備 等）
・内水被害軽減対策
（雨水排水網の新設・増強、ポンプ場の新設・増強・機能強化、効率的なポンプ運
転調整ルールの検討 等）

橋梁改築（JR新幹線橋等３橋） 公園等を活用した高台の整備（名古屋市）

貯留管等の整備（名古屋市）

庄内川

JR新幹線橋

JR東海道本線橋

県道枇杷島橋

●被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・早期復旧に備えた対策
（防災拠点の整備、緊急河川敷道路の整備、大規模氾濫被害の軽減に向けた高
速道路の一時利用 等）
・被害軽減対策
（公園等を活用した高台の整備、広域避難計画の策定、地下空間・地区タイムライ
ンの作成・周知、水位周知下水道の指定・運用、要配慮者施設等の避難確保計
画の作成促進と避難の実効性確保、関係機関との連携強化、ハザードマップの
更新、水害リスク空白域の解消、土砂災害警戒区域等の指定・周知 等）
・住民の主体的な避難行動を促す取組
（避難場所や経路等に関する情報の周知、分かりやすい教材等を用いた防災教
育・人材育成の推進、ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する
理解促進の取組 等）
・ソフト対策のための整備
（危機管理型水位計・監視カメラの設置、増設 等）

タイムラインの作成・周知（多治見市）

浸水防止塀設置の支援（扶桑町）

出水期前に希望する市民への土のうの
事前配布（春日井市）

※上記の対策は代表的な事例を記載している。

【岐阜県】

【愛知県】

【愛知県・名古屋市】

堀川圏域

堀川等の
堤防整備、河道掘削 等

【名古屋市】

●グリーンインフラの取組 詳細次ページ

※大臣管理区間以外は、県・政令市管理河川の代表的な箇所（河川）を示したものである。

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

 
図-2 ロゴマークの一般公募フロー 

一般公募 （2021年7月5日～8月31日）

協議会構成員・オブザーバーによる内部審査

候補5作品を選定

一般投票 （2021年10月7日～10月31日）

シンポジウムにて結果発表・表彰 （2021年11月20日）



公募の時期は，学生が参加しやすいように夏期休暇の

時期とした．より多くの作品を応募いただくため，職員

による手作りのポスター（図-3）を作成し，協議会構成

員及びオブザーバーの協力のもと市役所等の公共施設の

人通りの多い場所にて掲示を行った．さらに，名古屋市

内のデザイン系の大学等に伺い，企画について説明を行

った． 

その結果，学生や社会人等の様々な方から 79 作品の

応募があった．協議会構成員及びオブザーバーの内部審

査により候補 5作品を選定し，一般投票にて採用するロ

ゴマークを決定することとした（図-4）．一般投票は，

電話回答または WEB 上の投票専用フォームにて回答す

る形式とした．  

一般投票の結果は，2021年 11月 20日開催の土岐川・

庄内川流域治水シンポジウムにて発表し，古川雅典多治

見市長より最優秀賞の表彰が行われた． 

最優秀賞を受賞した作品（図-5）は，みんなで土岐

川・庄内川を守ることをイメージし，流域の自然環境，

防災施設，流域の関係者がタッグを組んで輪になって土

地を守っていくということをデザインしたものである．

また，次世代を担う小中学生にも伝わりやすいよう，要

素を擬人化させた親しみやすいイラストデザインとした

ものである． 

 最優秀賞作品は，土岐川・庄内川流域治水のロゴマー

クとして活用している．シールや缶バッジ等を制作し，

小学生等を対象とした現場見学会等で配布している．ま

た，地方公共団体等においても幅広く活用されている

（写真-2）． 

 

(2)土岐川・庄内川流域治水MOVIEの作成・YouTubeでの公    

開 

これまでに，庄内川河川事務所では流域治水プロジェ

クトの取組を紹介するパンフレットを作成・配布してい

るところであるが，より多くの方に流域治水について理

解を深めてもらうことを目的に，土岐川・庄内川の流域

で水災害対策に取り組む関係者を紹介する動画「土岐

川・庄内川流域治水MOVIE」を作成した． 

動画は「流域治水でひとつになろう」をテーマに，①

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

       
図-3 ロゴマーク募集ポスター                 図-4 ロゴマーク一般投票呼びかけポスター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5 土岐川・庄内川流域治水のロゴマーク                   写真-2 ロゴマークの活用事例 
（左 缶バッジ，右 愛知県春日井市における使用事例） 
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＜募集期間＞

令和３年７月５日（月）～令和３年８月３１日（火）
※応募書類は郵送の場合、令和３年８月３１日（火）必着

＜お問い合わせ＞ 国土交通省 中部地方整備局 庄内川河川事務所 調査課
〒462－0052 愛知県名古屋市北区福徳町5－52
TEL：052－914－6713 Mail：cbr-shonai00@mlit.go.jp

詳しくは裏面
または

こちらから！

土岐川・庄内川流域治水

ロゴマーク一般投票!!
土岐川・庄内川流域治水協議会は、土岐川・庄内川における流域治水を周知・PRするため

今夏にシンボルとなるロゴマークを募集し、79作品のご応募をいただきました。
本協議会での厳正な審査の結果、次の候補5作品が選定されました。
皆様の一票で、土岐川・庄内川流域治水のロゴマークが決定します！

☎庄内川河川事務所調査課
（052－914－6713）
受付時間：平日の10時～12時および13時～17時

「ロゴマーク投票」とお伝えのうえ、ご投票ください。 QRコードを読み込み、ご投票ください。
※読み込めない方はこちらURLでもご投票いただけます。https://forms.gle/5D69HkA5SHQH6tcr7

または

投票は一人一票でどなたでも可能です。電話またはＱＲコードよりご投票くださ
い。

※投票には「氏名」と「電話番号」が必要です。

≪お問い合わせ≫

国土交通省 中部地方整備局 庄内川河川事務所 調査課 〒462－0052 愛知県名古屋市北区福徳町5－52 TEL：052－914－6713 E-mail：cbr-shonai00@mlit.go.jp

令和3年

10

３１
締切

（日）

A

＜作者による作品の説明＞
「土岐川･庄内川」から「T・S」を組み合わせて
川の流れとして描きました。
規律正しい罫で治水されている様、また二つの
小円から監視する目としてあります。

B

＜作者による作品の説明＞
土岐川・庄内川の形状をイメージした5色の波線
は、流域に係わる関係者（国、県、市町、企業、
住民等の5者）で力をあわせて流域治水を進めて
いく様子を表現しました。
また、3つのしずくの水色は川等の水辺、オレン
ジは大地、緑は山をイメージしていまして、そ
れぞれのエリアでの治水対策が進んでいく様子
を表しています。

D
＜作者による作品の説明＞
庄内川流域治水を推進するた
め、庄内川というロゴを水系
イメージにし、さらに流域の
各要素（山地、森林、ダム、
砂防施設、ため池、公園イン
フラ、遊水地、田、排水機場、
重機、家屋など）を各関係者
がタッグを組んで水系を守っ
ているイメージをデザインし
ました。
次世代を担う小中学生にも伝
わりやすいよう、やわらかく
親しみやすいイラストデザイ
ンを意図しました。

C

＜作者による作品の説明＞
土岐川の「と」、庄内川の「し」をモチーフに
して、流域治水をイメージした景色をシンプル
に表現しました。
美しい夕陽は、今日一日の安心･安全を祝福して
くれるイメージとしてデザインしました。

E ＜作者による作品の説明＞
土岐川の「と（全体）」と庄内
川の「し（緑と水色）」の文字
を基調に治水によって青葉を育
み、花咲く流域住民の笑顔で土
岐川・庄内川流域治水を象徴的
に表現しました。
水色は清流、赤は太陽、緑は青
葉、ピンクは花で土岐川・庄内
川流域の豊かな自然をユニーク
にイメージしました。
現代的で、シンプルで、親しみ
やすく、多くの人々に長く愛さ
れるデザインです。
また、縮小、単色、白黒にも耐
えられ、いろいろと多用途な使
い方が出来ます。

QRコードの商標はデンソーウェーブの登録商標です。



イントロ：治水の転換，②本編：庄内川流域の仲間たち，

③まとめ：流域治水でひとつになろう，の3つのパート

から構成している． 

①イントロは，流域に甚大な被害をもたらした東海豪

雨の被害状況を映像で示し，流域治水の転換を訴えかけ

るよう工夫した．②本編は，自治体，民間企業，住民と

いった流域治水プロジェクトの各構成員・オブザーバー

の中から，性別，年齢層も多様に出演者を選定し，あら

ゆる方々が流域治水の関係者であることを伝えられるよ

う，各構成員が自身の取組を紹介する形で構成した（図

-6(a)）．③まとめは，不規則に並ぶ各機関のロゴマーク

を円形に並べて，流域の関係者がひとつになるイメージ

を表現した． 

 完成した動画は，世代・性別を問わず多くの方に視聴

いただけるようYouTubeにて一般公開している（図-

6(b)）．また，ハッシュタグについても「土岐川」「庄

内川」「流域治水」「防災」の他，最近メディアなどで

話題になっている「SDGs」を入れるなどの工夫をして

いる． 

 

(3)土岐川・庄内川流域治水シンポジウム開催 

a) シンポジウムの概要 

 土岐川・庄内川での流域治水の考え方，取組等を流域

住民と共有するため，2021年 11月 20日に土岐川・庄内

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a) 流域治水に取り組む関係者及び取組を紹介（一例）              (b) YouTube にて公開中 

図-6 土岐川・庄内川流域治水MOVIE 

 

 
図-7 プログラム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 基調講演                     図-9 パネルディスカッション 

【機密性２】 

作成日_作成担当課_用途_保存期間 

・ オープニング（土岐川・庄内川流域治水 MOVIE、挨拶） 

・ 基調講演「近年の気象災害について」 

講師･･･････････････土井邦裕氏（NHK 名古屋放送局 気象予報士） 

・ パネルディスカッション「土岐川・庄内川の流域治水の未来」  

コーディネーター･･･NHK アナウンサー  

パネリスト･････････岸田晃彦氏（名古屋駅地区街づくり協議会 事務局長）  

中田英雄氏（名古屋市副市長）  

長谷川弘氏（庄内川・矢田川５学区水防連合会 会長）  

秀島栄三氏（名古屋工業大学大学院 教授）  

古川雅典氏（多治見市長）  

蘆屋秀幸氏（国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所長） 

 ・ 式典「土岐川・庄内川流域治水のロゴマーク発表」 

多治見市 （ため池の活用）

名古屋市 （立地適正化計画の見直し） 名古屋大学防災サークル （防災教育）

庄内川河川事務所 （枇杷島地区狭窄部対策）

土井邦裕
NHK名古屋放送局
気象予報士



川流域治水シンポジウムを開催した．プログラムは，図

-7のとおりである．  

 シンポジウムのオープニングには，「土岐川・庄内川

流域治水MOVIE」を上映した． 

基調講演（図-8）では，気象予報士・防災士である土

井邦裕氏に講演いただいた．土岐川・庄内川の水害にお

ける気象的な特徴，注意が必要となる危険な気圧配置な

どの紹介があった．また，災害から身を守るために，

「マイタイムライン」の作成を呼び掛けた． 

 パネルディスカッションでは，流域治水に関係する

国・自治体・民間企業・地域住民の方々において，それ

ぞれの立場から，土岐川・庄内川流域治水の未来につい

て，意見交換をした（図-9）．また，流域治水について

事前に一般からの質問を募集し，その質問にパネリスト

が答えるようにすることで，地域住民と双方向のイベン

トとするよう努めた． 

 その後の式典にて，一般投票により決定した土岐川・

庄内川流域治水ロゴマークを発表した． 

 シンポジウムの開催にあたり，ポスターを作成（図-

10）し，協議会構成員等の協力のもとJRや地下鉄の駅

等の人通りの多い場所に掲示・配布するとともに，庄内

川河川事務所ウェブサイトやTwitter上でも公表した．シ

ンポジウムの参加者は，企業や地域住民等約150名とな

った． 

b) シンポジウムの効果検証 

シンポジウムの効果を検証するため，シンポジウム参

加者にアンケートを行ったところ，73名の方から回答が

 
図-11 アンケート回答者の年齢別構成 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

図-12 シンポジウムに来場した目的（複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-13 シンポジウムをどこで知ったのか（複数回答可） 

 

 

 

 

図-14 流域治水に対する理解度 

 

 

 

 

図-15 流域治水の活動に取り組みたいと思ったか 

 

 

 

 

図-16 シンポジウムに対する満足度 
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図-10 シンポジウム参加者募集ポスター 

 
 

土岐川・庄内川
流域治水

シンポジウム

11月20日[土] 13:30～15:30

今池ガスホール
名古屋市千種区今池１丁目８番８号 今池ガスビル９階
地下鉄東山線、桜通線「今池駅」下車１０番出口直結

2021年

21年前、土岐川・庄内川の流域は東海
豪雨で甚大な被害を受けました。
気候変動による水害リスク増大に備える
ためには、流域住民の方も含めたあらゆ
る関係者がひとつになって治水を行う
「流域治水」の推進が重要です。

オープニング
・土岐川・庄内川流域治水MOVIE
・挨拶
中田英雄（名古屋市副市長）

堀田治（国土交通省中部地方整備局長）

基調講演
「近年の気象災害について」
土井邦裕（NHK名古屋放送局気象予報士）

パネルディスカッション
「土岐川・庄内川の流域治水の未来」
コーディネーター･･NHKアナウンサー（NHK名古屋放送局）

パネリスト････････岸田晃彦（名古屋駅地区街づくり協議会 事務局長）

中田英雄（名古屋市副市長）

長谷川弘（庄内川･矢田川５学区水防連合会 会長）

秀島栄三（名古屋工業大学大学院 教授）

古川雅典（多治見市長）

蘆屋秀幸（国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所長）

式典
「土岐川・庄内川流域治水のロゴマーク発表」

申込み方法･お問い合わせはＱＲコードまたは庄内川河川事務所ＨＰをご覧くださ
い。

主催：土岐川・庄内川流域治水協議会
協賛：（一社）中部地域づくり協会

先着150名
入場無料

土岐川・庄内川を支える方々を紹介

流域治水ＭＯＶＩＥ！

NHK「おはよう東海」担当

気象予報士による講演！

9月に募集した流域治水への質問に回答

パネルディスカッション！

今夏に一般募集した

ロゴマークを決定！

プログラム構成 （敬称略）

平成12年9月東海豪雨時の庄内川

（開場 13:00）
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あった．  

 アンケート回答者の年齢別構成を見ると40代以上が8

割（うち60代以上が過半数）を占めており，30代以下の

比率がわずか14％と非常に少ないことが分かった（図-

11）．これは，東海豪雨を経験した世代は「流域治水」

に対する関心が高い一方，大きな洪水を経験したことの

ない若者は「流域治水」に対する関心が低いということ

が要因の一つとして考えられる（図-12）．大きな洪水

を経験したことのない若者に対して，「流域治水」につ

いて関心を持ってもらえるよう広報活動を行う必要があ

るとの課題が明らかとなった． 

 シンポジウムをどこで知ったかについては，図-13よ

り，チラシやポスター配布による効果が高いと言える． 

90％以上の方が，シンポジウムに参加して土岐川・庄

内川の流域治水に対する理解が深まったと回答した（図

-14）．また，「シンポジウムに参加して土岐川・庄内

川の流域治水の活動に取り組みたいと思ったか」という

設問については，75％の方が取り組みたいと回答した

（図-15）．取り組みたい内容について，自由記述して

頂いたが， 

・時々の散歩等の際の堤防の異常確認など 

・内水氾濫ハザードマップの確認，家族との避難情報の

確認など 

・マイタイムラインの作成 

・地域防災について，町内会と平行できる，協調できる

新たな住民協力，を考えたい 

・水災害時には，自分の命は自分で守るを合言葉として

活動を推進する 

等の回答があった． 

また，90％以上の方が，シンポジウム対して満足との

回答をした（図-16）． 

 シンポジウムを開催したことにより，地域住民の方に

も「流域治水」を身近なものとして感じていただけたと

考えられる． 

 

4.  2022年度の取組 

 2021年度に開催した土岐川・庄内川流域治水シンポジ

ウムにおいて，若い世代の参画を促すことが課題である

との意見があったことから，2022年度は，若い世代が流

域治水について考え，流域治水の取組へ参加する機会を

作り出すために自由研究の募集を行っている． 

 

 (1)土岐川・庄内川流域治水の自由研究の募集 

流域治水に関する理解・親しみを持ってもらうことを

目的に，夏休みに合わせて土岐川・庄内川の流域治水に

関わるテーマで自由研究を募集した． 

自由研究の募集にあたって，小・中学生にも流域治水

とは何かを理解してもらえるよう，表現を工夫したポス

ターを職員が作成し，協議会構成員・オブザーバーに掲

示を呼び掛けた（図-17）．表彰については，小・中学

生の関心を得るために，各首長の賞を設けたり，最優秀

賞には，副賞として一日庄内川河川事務所長体験を設け

たりした． 

そして，小・中学生がターゲットであるため，多治見

市と名古屋市北区，東区の校長会にて説明を行い，応募

の働きかけをし，各校の児童にチラシを配布した．さら

に，協議会の構成員，オブザーバーに協力いただき，自

由研究の一助となる見学可能な現場や施設を公表した． 

8月現在，自由研究を募集しているところであり，現

時点で報告できる状況ではないが，取り組み状況につい

ては事務所ウェブサイトにて公表していくことを予定し

ている． 

  

5.  今後の展開 

 これまでに実施した流域治水の広報活動の取組を通じ

て，取組に参加した住民に対しては，土岐川・庄内川の

流域治水について理解が得られたと考えられる．しかし，

これまでの取組に参加した住民は限定的であるため，広

く認知されたとはいえない． 

 今後，流域治水に対する認知度を上げるために，SNS

を活用し，流域治水の取組について発信することや，小

学校への防災教育や自由研究の募集を継続的に実施する

ことが必要であると考える． 

 

謝辞：最後に,土岐川・庄内川の流域治水推進にご尽力

頂いた皆様，連携をとらせて頂いた自治体をはじめとし

た関係者の皆様のご協力に厚く御礼申しあげます. 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-17 自由研究ポスター 

 

＜応募期限＞

令和４年９月３０日（金） 必着

詳しくはこちら

～身近な流域治水の報告を求む！～

自由研究大募集

土岐川・庄内川

みぢか りゅういきちすい ほうこく

じ ゆう けん きゅう

ときがわ しょうないがわ

だい ぼ しゅう

もと

この川の工事は

何のためにやっているの？

かわ こうじ

なん

この川には

どんな生物がいるの？

かわ

せいぶつ

このダムはどんな働きを

しているの？

はたら

川から水があふれたとき

どうやって逃げるの？

かわ みず

に

学校のグラウンドは

どのくらい水が

ためられるの？

がっこう

みず

流域治水調査員
りゅういきちすいちょうさいん

＜主催＞土岐川・庄内川流域治水協議会

＜お問い合わせ・提出先＞
国土交通省 中部地方整備局 庄内川河川事務所 調査課
〒462－0052 愛知県名古屋市北区福徳町5－52
TEL：052－914－6713 Mail：cbr-shonai00@mlit.go.jp


